
団体名： 藤岡商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 121.5 ％） （達成度 70.0 ％） Ｂ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 95.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 46.7 ％） （達成度 94.9 ％） Ｂ Ａ 両方下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ｂ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 127.5 ％） （達成度 125.0 ％） Ｂ Ａ
①下げる②現
状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 72.2 ％） Ｂ Ａ
①現状維持②
下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 40.0 ％） （達成度 125.0 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 160.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 136.0 ％） （達成度 40.0 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 25.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ｂ
両方現行どお

り

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 課題解決提案件数が目標

に達することができな
かったが、提案案件の中
に経営革新計画や、補助
金の申請提案を行うこと
ができ、採択という結果
を残すことができた。

実績
数値

14

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

記帳継続指導事業

個人事業主等を対象に正しい
記帳方法の指導と決算・確定
申告の指導を行い、適正な税
務申告と経理の自計化や計数
管理による経営力の向上に結
びつける。

指導対象事業者数
57件（当初55件）
指導延日数
371日
指導延回数
756回

小規模事業者

指標
対象事業所数

指標

目標
数値

600
実績
数値

729
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営課題に対して
的確に対応して業
務向上に繋げるた
めに、課題解決提
案件数を引き続き
目標に掲げる。

巡回・窓口相談指
導事業

経営指導員が事業所を訪問
し、経営全般について様々な
相談への指導をすることによ
り経営及び技術の改善を図
り、健全な企業を育成すると
ともに、経営改善に資する指
導を行う。

巡回窓口指導実企業数210社
巡回窓口指導延件数729件
課題解決提案数14件
経営革新承認件数1件
非会員指導実企業数6件
非会員指導延件数7件

講習会

小規模事業者にとって必要な
知識習得や時事的な問題につ
いての啓蒙をはかり、資質の
向上と円滑な事業運営に資す
ることを目的とする。経営革
新セミナーを開催し、経営革
新計画承認を目指すことを目
的とする。

集団講習会
9回開催
参加人数70人
（内、経営革新1回、4人）
個別講習会
18回開催
参加人数332人

小規模事業者

指標
集団講習会参加人数

経理の自計化と適
正な税務申告に結
び付けるととも
に、現状の指導対
象者数を維持す
る。

目標
数値

60
実績
数値

57
目標
数値

実績
数値

正しい記帳方法の指導と
決算・確定申告を行い、
適正な税務申告と経理の
自計化や計数管理による
経営力の向上に結び付け
ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者等育成
事業

若手後継者が人々の行動や考え
方を広く理解した上で、個々の
経営に関する資質向上に取り組
む。本事業の実施により参加者
のスキルアップを図り、顧客
ニーズに対して柔軟に対応でき
る能力を身につけるとともに、
参加者同士の情報交換を通して
お互いの経営ノウハウを共有す
ることをねらいとする。

経営力向上セミナーの実施
実施日時：7月24日、11月13
日、1月19日、2月2日（計4回）
参加人数：51名
満足度アンケート「良い」以上
の割合100％
全国大会（沖縄大会）への参加
実施日時：11月21日～22日
参加人数：9名
実施対象：商工会員及び地区内
の若手後継者等

小規模事業者
等

指標

研修事業の参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

知識習得のための
講習会を行う。少
数実践型の講習会
を主として開催す
るため、参加人数
の目標数値は両方
下げる。

〇

目標
数値

150
実績
数値

70
目標
数値

350

指標
個別講習会参加人数 講習会及び研修会などの

開催により、小規模事業
者にとって必要な経営一
般の知識習得ができ、事
業者の資質向上をはかる
ことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
332

祭典

各種のお祭り・祭典などの開
催と積極的な参画により、地
域の経済活動を促進するとと
もに、地域の総合的な振興を
はかることを目的とする。地
域イベントと連携した売り出
し等を行い、集客力アップを
目指す。

ふじまつり5月3～7日実施
来場者数25,500人
ふじおかおいでん夏まつり
7月8日実施
来場者数6,500人
ふじおか紅葉まつり
11月17～19日実施
来場者数40,150人
合計72,150人

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

個々の資質向上を
目的とした研修を
通じて部員相互の
スキルアップをは
かる。資質向上を
目的とした少数精
鋭型の事業内容に
シフトするため、
参加者数の目標数
は下げる。

目標
数値

40
実績
数値

51
目標
数値

80

指標

満足度調査アンケート「良
い」以上の割合

青年部が経営力向上セミ
ナーを実施し、地域リー
ダーとしての資質向上を
目的とした研修を行うこ
とで、個々のスキルアッ
プに繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

目標
数値

3
実績
数値

3
目標
数値

地域連携イベントの実施回
数

指標
各まつり来場者数

ふじおか紅葉まつりは天
候に恵まれず来場者数が
昨年度より減ったが、各
まつりが地域の産業をＰ
Ｒする機会となり、地域
の経済活動促進に結び付
いた。

総
合
評
価

Ａ

100,000
実績
数値

72,150

創業支援事業

創業者に対し、経営知識の向
上を目的に創業塾を開催し、
創業事業計画の策定支援を行
うことにより円滑な事業展開
を図る。なお、創業塾に関し
ては第2創業者にも参加でき
るよう対応する。

創業支援セミナーの実施
実施日時：11月11日
参加人数：2名
満足度アンケート「良い」以上
の割合100％
実施対象：地区内の創業予定者
及び創業者、第2創業者等
創業事業計画策定支援件数：2
件

小規模事業者等

指標
創業塾の参加人数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各種の祭典事業の
来場者数の増加を
目指す。藤岡支所
の建て替え工事に
伴う駐車場の減少
のため、夏まつり
来場者数の目標値
は下げる。

商店街・街づくり
事業

まち全体を商店街と見立て
て、商店街ＷＥＢシステムを
立ち上げて商店街・街づくり
に寄与する。併せて商業者の
人材育成を含め事業計画書の
策定支援を行う。

商店街ＷＥＢシステムの構築
実施日時：12月1日開設
実施対象：地区内の商業者等
参加数：8事業所

小規模事業者
等

指標
商店街ＷＥＢシステム参加数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後は創業事業計
画策定後に定期的
なフォローアップ
を実施し、セミ
ナー実施後の積極
的な情報提供に心
掛ける。

〇

目標
数値

5
実績
数値

2
目標
数値

80

指標

満足度調査アンケート「良
い」以上の割合

創業予定者に対して創業
支援セミナーを実施し
た。創業事業計画の策定
支援を行うことで創業者
の円滑な事業展開をはか
ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
100

情報化推進事業

事業者等にとって有用な経営
情報を取得したり、ビジネス
チャンスの拡大や、経営の質
を高めるための取り組みを実
施し、商工業の活性化に寄与
する。

巡回、窓口による情報化指導件
数68件
ＳＮＳ活用販売促進講習会の開
催（セミナー形式：1回）
実施日時：6月8日
参加人数：4名
実施対象：小規模事業者等

小規模事業者
等

指標

巡回・窓口による情報化指導
件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商店街ＷＥＢシス
テムを推進し、街
づくりに寄与す
る。併せて商業者
の事業計画書の策
定支援を行う。

〇

目標
数値

5
実績
数値

8
目標
数値

指標
商店街ＷＥＢシステムを
構築し、店舗の新着情報
や販売情報、地図表記を
することによって地区内
外に向けて消費喚起を可
能にした。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業

就労者の確保・育成・定着促
進をはかるため、就労の場の
拡大や商工業等における意欲
と能力のある担い手の育成対
策を推進する。

優良従業員表彰5人
優秀企業表彰2事業所

小規模事業者
等

指標
優良従業員被表彰者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

有用な経営情報を
取得することでビ
ジネスチャンスの
拡大を目指す。Ｓ
ＮＳを活用した戦
略のための研修を
実施する。

目標
数値

50
実績
数値

68
目標
数値

10

指標

ＳＮＳ活用販売促進講習会の
参加人数

小規模事業者の情報化推
進に取り組み、ＳＮＳ活
用販売促進講習会の実施
によって、対象者の情報
発信によるビジネスチャ
ンス拡大に繋げた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
4

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

雇用の安定化に繋
げ、従業員がス
テップアップして
いくためのきっか
け作りの一環とし
て継続して実施す
る。

目標
数値

20
実績
数値

5
目標
数値

2

指標
優秀企業表彰数 雇用の定着をはかるきっ

かけ作りに繋がった。ま
た、今回の表彰を機に現
代の名工の候補者として
従業員の育成をはかるこ
とができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
2

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。
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得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 86.7 ％） Ｂ Ａ
①現状維持②
下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 75.3 ％） （達成度 110.8 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
①変更する②現
行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 98.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 186.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 116.7 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 40.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 533.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 66.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 185.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 変更する

青年部・女性部事
業

商工業に携わる青年部、女性
部に対し、経営に必要な知識
の習得や資質の向上をはかる
ための講習会・研修会を開催
し、小規模企業の振興・発展
を目的とする。両部とも組織
強化のため部員の加入増強を
はかる。

青年部員加入増強30人
（当初27人）
女性部員加入増強39人
（当初40人）
小規模企業の振興・発展につな
がる講習会・研修会の開催
実施日時：10月5日（青年
部）、12月20日（女性部）
実施対象：小規模事業者等

小規模事業者
等

指標
青年部員数

福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定をは
かるために、各種共済制度の
普及や従業員の健康診断の実
施等、企業の健全な育成に資
することを目的とする。

中小企業共済
301口
火災共済
25口
計326口
健康診断受診者数
144人

小規模事業者
等

指標
中小企業共済加入者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

組織強化に繋げる
ために加入増強に
取り組む。廃業等
による部員数の減
少に伴い、大幅な
加入増強が見込め
ないため、目標数
値は下げる。

目標
数値

30
実績
数値

30
目標
数値

45

指標
女性部員数

青年部は目標を達成する
ことができた。部員一丸
となって積極的な加入推
進活動が行われ、活動を
通じて両部の活動を周知
することができ、組織強
化に繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
39

労働保険事業

労働保険料の申告納付その他各
種の届出等の事務手続きを行う
ことにより、事業主の事務処理
負担を軽減し、労働保険の適用
促進及び適正な徴収をはかるこ
とを目的とする。

委託事業者数
49事業所

小規模事業者
等

指標
委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

加入推進を積極的
に行い、事業者や
従業員の福利厚生
に寄与する。新規
加入者を増やす。目標

数値
400

実績
数値

301
目標
数値

130

指標
健康診断受診者数 事業者にとって必要と思

われる各種共済制度や健
康診断をはじめ、従業員
の福利厚生に役立つ共済
の加入推進を行い、事業
者の安定的な発展をはか
ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
144

税務関係団体指導
事業

青色申告会・間税会等の税務支
援団体の活動をサポートし、事
業運営に協力することにより、
地域社会への貢献や発展のため
の一助となり、ひいては、商工
業の活性化に資することを目的
とする。

確定申告書の受付件数112件

小規模事業者
等

指標
確定申告受付件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働保険に関する
知識と理解を深め
てもらいながら、
引き続き未加入事
業者の解消に努め
る。

目標
数値

50
実績
数値

49
目標
数値

指標
労働保険に関する事務手続
きなどを代行することによ
り、小規模事業者等の事務
負担を軽減し、その適正な
運用をはかることができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

部会・委員会事業

各部会事業は商工会の根幹を
なす組織の一つであり、その
大半は小規模事業者である。
これらの部会事業を積極的に
行うことは、小規模事業者の
経営改善に直接つながるもの
である。

商業部会開催回数6回
工業部会開催回数7回
合計13回 小規模事業者

等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青色申告の節税メ
リットや、納税と
税務に関する制度
を周知して青色勧
奨を行い、確定申
告の受付件数の増
加を目的とする。

目標
数値

60
実績
数値

112
目標
数値

指標
青色申告の節税メリット
や、納税と税務に関する制
度を周知して青色勧奨を行
い、確定申告の受付件数の
増加をはかることで小規模
事業者等の税務の知識を高
めることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

目標
数値

6
実績
数値

6
目標
数値

商業部会開催回数
指標

工業部会開催回数 商業部会は豊田市の商店
街活性化計画に沿って事
業を推進した。工業部会
はフォークリフト運転技
能講習を企画し工業振興
に取り組んだ。

総
合
評
価

Ａ

6
実績
数値

7

小規模事業者持続
化補助金支援事業

持続的な経営に向けた取り組み
を商工会が支援し、地域の原動
力となる小規模事業者の活性化
をはかる。本事業は、小規模事
業者の地道な販路開拓などの取
り組み支援を目的とする。

小規模事業者持続化補助金支
援事業所数2件

小規模事業者

指標

小規模事業者持続化補助金支援事業
所数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業計画の策定支
援と、フォークリ
フト技能講習やビ
ジネスマッチング
事業に取り組む。

専門家派遣課題解
決事業

小規模事業者の高度な相談内
容に対して、解決のために経
営に関する専門家を事業所へ
派遣して、技術や知識提供を
支援することを目的とする。

専門家派遣数32回

小規模事業者

指標
専門家派遣件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新たな販路開拓の
ための事業計画の
策定支援をする。
事業計画の策定後
は見直しを含めた
経過改善の指導に
も取り組む。

目標
数値

5
実績
数値

2
目標
数値

指標

小規模事業者持続化補助金
の支援を積極的に行うこと
ができた。その結果、申請
した事業者が補助金の採択
を獲得し、新たな販路拡大
のための事業実施に繋がっ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

小規模事業者支援
パッケージ事業
地方公共団体連携
型広域展示販売・
商談会事業

豊田市内の１商工会議所・６
商工会が一体となり、小規模
事業者と商品の紹介・販売を
する展示会を開催することを
目的とする。

とよたの特産品展の開催
出展企業数2社
実施日時：12月23～24日
開催場所：金山総合駅構内
（名古屋市）

小規模事業者

指標
展示会出展企業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

課題解決のための
一助として活用し
てもらい、高度な
相談やニーズに対
しても解決をはか
る。

〇

目標
数値

6
実績
数値

32
目標
数値

指標
専門家派遣を利用した事
業者が経営革新計画の承
認を獲得することがで
き、実務に生かす指導が
できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事業計画策定支援
事業

小規模事業者の価値観を明確に
し、自社の経営理念を確立し、
経営の強みと弱みを把握・理解
した上で、課題解決のために必
要な取り組みについての事業計
画策定を支援する。事業計画の
策定後は計画の見直しを含めた
経過、改善を支援する。

事業計画策定支援事業者数
13社

小規模事業者

指標
事業計画策定支援事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後はこれまで出
展をしていなかっ
た事業者に対して
も出展を促して新
規顧客の獲得を目
指す。

目標
数値

3
実績
数値

2
目標
数値

指標
出展数は少なくなったも
のの、地区としての売上
は上位を占めており、本
事業を通じて商品の陳列
方法や販売促進のノウハ
ウを学ぶことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

調査・広報事業

地区内小規模事業者等への定
期調査を実施し、分析結果は
ホームページに掲載する。ま
た、分析結果を事業計画策定
資料として活用する。

独自ヒアリングシートによる
経済動向調査アンケートの実
施　　　　　　　　　実施日
時：7～8月
実施回数：1回
実施件数（調査・分析対象事
業者数）83事業所

小規模事業者
等

指標
経済動向調査実施数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

巡回窓口相談と、
専門家派遣による
事業計画策定支援
を行い、事業計画
策定後は見直しを
含めたフォロー
アップ支援を継続
的に実施する。

〇

目標
数値

7
実績
数値

13
目標
数値

指標

セミナーを通じて事業計画
策定支援を行うことで、課
題解決のために必要な新た
な取り組みを考えるための
機会になった。また、専門
家派遣によって、計画策定
のフォローアップに取り組
んだ。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後は個社の新商
品・試作製品・新
サービスなどの調
査を行い、日経テ
レコンから個社に
あったデータを入
手し提供する。

〇

目標
数値

1
実績
数値

1
目標
数値

指標

地区内の小規模事業者等
が抱える課題を明確化す
ることができた。また、
分析結果をデータ化し、
巡回・窓口相談において
情報提供することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


